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研究成果の概要（和文）： 

 本研究によって、新たに 23 種の発音魚が記載された。マツカサウオ（キンメダイ目マツカサ

ウオ科 1 種）、カマキリ（カサゴ目カジカ科 1 種）キントキダイ科魚類（7 種）、キンチャクダ

イ科魚類（11種）、コトヒキ（スズキ目シマイサキ科 1 種）、イシダイとイシガキダイ（スズキ

目イシダイ科２種）などが発音器を持つことが正確に記載された。マツカサウオ、カマキリ、

コトヒキ、イシダイとイシガキダイは後頭神経を使って鳴き、キントキダイ科魚類とキンチャ

クダイ科魚類は脊髄神経を使って鳴くことがわかった。とくに、キンチャクダイ科魚類では、7

属 26種のうちサザナミヤッコ属（6種）とアブラヤッコ属（5種）だけが発音することもわか

った。いずれの発音魚類も後頭神経か脊髄神経のどちらか一方だけを使って鳴き、両方の神経

を使って鳴く魚種は観察されなかった。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 Twenty-three fish species were described newly as the sonic fishes in this research. They included 

pineconefish, four-spine sculpin, bigeyes (7 species), angelfishes (11 species), jarbua terapon, barred 

knifejaw and spotted knifejaw. Of these sonic fishes, pineconefish, four-spine sculpin, jarbua terapon, 

barred knifejaw and spotted knifejaw are sonic with an occipital sonic system. Priacanthid bigeyes and 

pomacanthid angelfishes produce sound with a spinal nerve sonic system. All of these fish species utilize 

either occipital or spinal nerve system, and no species was recognized that use both nerves to control the 

sonic muscles. 
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１．研究開始当初の背景 

人間の音のコミュニケーションは、文化の継

承・発展にとって重要で、その発声メカニズ

ムについての研究に多くの努力が払われて

きた。鳥類とイルカ類とカエル類の鳴音メカ

ニズムは、その見事さのため比較的多くの研

究がなされてきた。一方、魚類の発音メカニ

ズムに関する研究は、特別な魚類だけが発音

することから、研究が十分に蓄積されていな

い。しかし、魚類は脊椎動物の「基本的な体

制」を形成してくれた動物であり、その発音

メカニズムはわれわれの発声メカニズムの

「基本部分」を教えてくれる可能性がある。 

 日本近海には、約 3000 種類の魚類が生息

すると言われているが、これまでのところ、

どんな魚種が発音魚であるかについての総

合的な研究はなされていない。そこで本研究

を計画した次第である。 

 

２．研究の目的 

大部分の発音魚は、主に次の二つの方法によ

って鳴音を生ずる（宗宮 2002）。１）発音筋

の振動によるもの（カサゴ、マトウダイなど）、

２）骨部の摩擦音による発音（ギギなどのナ

マズ類）。これらの発音魚は、現在までの研

究によって二つのグループに分類された（宗

宮 2002; Onuki & Somiya 2007）。発音に後

頭神経（ヒトの舌下神経と相同なもの）を使

う魚種（カサゴ類など）と脊髄神経を使う魚

種（タラ類、ニベ類など）である。このこと

から、すでに魚類の段階で「舌下神経」によ

る「舌運動型発音系」と脊髄神経による「ジ

ェスチャー的発音系」の二つの発音系が存在

することが判明した。そこで、日本に生息す

る発音魚を探索し、その発音と特別な発音器

を記載し、発音魚のリストを創るとともに、

「舌運動型発音魚」と「ジェスチャー的発音

魚」の系統的な分布状況を検討した。 

 

３．研究の方法 

（１）発音の記録 

発音魚であることを証明するために、その魚

の鳴音を記録し、発音パターンとその主な周

波数を分析した。 

（２）発音魚であることを確認した後に、そ

の発音に関与する発音器を解剖学的に解明

した。また、発音に関与する筋肉を支配する

神経を同定した。 

 
４．研究成果 

（１）マツカサウオの発音器：キンメダイ目

マツカサウオ科の 1種マツカサウオが、鰾筋

振動による発音魚である事を世界で初めて

記載した。マツカサウオは鰾（うきぶくろ）

に付着する発音筋を持ち、その振動で発音し、

音の周波数は約 500 Hz であった。発音筋は

後頭神経によって支配されていた。この結果

を COPEIA（米国魚類・は虫類学会）に報告し

た（Onuki et al. 2010）. 

(２)冷水性降河回遊魚カマキリ（カサゴ目、

カジカ科 1種）の発音と発音筋：日本産のカ

マキリが発音する事を確認し、発音筋の大き

さの季節的変化を調べた。発音の周波数特性

は約 100 Hz であり、発音と言うよりは振動

によるコミュニケーションと考えられた。発

音筋の相対的な大きさは、雌雄ともに産卵期

に最大となる事がわかった。天然魚と養殖魚

の比較では、養殖魚の発音筋の発達が悪い事

が判明した（Iwatani et al. 2011）。 

(３)キントキダイ類（7種）の発音器の記載：

Starnes 1988はキントキダイが発音魚である

ことを報告した。しかしそれらの発音筋の神

経支配についてはわかっていない。今回の研

究により、キントキダイの発音筋は脊髄神経

によって支配されていることがわかった。 

(４) スズキ目イシダイ科２種（イシダイと

イシガキダイ）の発音器：イシダイとイシガ

キダイの鳴音を記録するとともに、その発音

器の構造を解明した。イシダイとイシガキダ



 

 

イはともに鰾筋振動による発音魚で、その発

音筋は頭骨と鰾に付着する外在性筋であっ

た。また発音筋は後頭神経によって支配され

ていた（現在投稿論文作成中）。 

(５)キンチャクダイ科の発音器：これまで、

キンチャクダイ科魚類の発音器は記載され

ていなかった。また、どの種が発音魚で、ど

の種が発音魚でないかについての研究もな

されていない。そこで、本科魚類の７属 26

種（外国産も含む）についてその発音器の有

無を観察した。その結果、観察されたサザナ

ミヤッコ属の６種すべてに発音器が観察さ

れた。一方、アブラヤッコ属 10 種のうち５

種（アブラヤッコなど）に発音筋が確認され、

他の５種（オハグロヤッコなど）には発音筋

は観察されなかった。また、観察された発音

筋はすべて脊髄神経によって支配されてい

た（現在投稿論文作成中）。 

（６）シマイサキ科魚類発音筋の神経支配：

ドイツの Schneider(1964)はコトヒキが脊髄

神経によって発音すると報告した。しかし、

今回の研究により、コトヒキの発音筋が後頭

神経によって支配されていることがわかっ

た。 

（７）現在までの研究のまとめ 

今回わかったことと、現在までにわかってい

る発音魚について以下に表形式でまとめた。 

発音魚とその神経支配 
骨鰾上目            
 カラシン目カラシン科 
  レッドピラニア   脊髄発音 
 ナマズ目ハマギギ科 
  ハマギギの１種   後頭神経発音 
側棘鰭上目              
 タラ目タラ科 
  スケソウタラ    脊髄発音 
 ガマアンコウ目ガマアンコウ 
  ガマアンコウの１種 後頭神経発音 
棘鰭上目              
 キンメダイ目マツカサウオ科 
  マツカサウオ    後頭神経発音  
 キンメダイ目イットウダイ科 
  イットウダイ    後頭神経発音 
 マトウダイ目マトウダイ科 

  マトウダイ     脊髄発音 
 カサゴ目セミホウボウ科 
  セミホウボウ    後頭神経発音 
 カサゴ目フサカサゴ科 
  カサゴ       後頭神経発音 
 カサゴ目ホウボウ科 
  ホウボウ      後頭神経発音 
 カサゴ目カジカ科 
  カマキリ      後頭神経発音 
 スズキ目キントキダイ科 
  キントキダイ    脊髄発音 
 スズキ目ニベ科 
  ホンニベ      脊髄発音 
 スズキ目ハタンポ科 
  ミナミハタンポ   後頭神経発音 
 スズキ目キンチャクダイ科 
  ワヌケヤッコ    脊髄発音 
 スズキ目シマイサキ科 
  コトヒキ      後頭神経発音 
 スズキ目イシダイ科 
  イシダイ      後頭神経発音 

                     

    は今回の研究による 

 いずれの上目グループの中にも、脊髄発音

と後頭神経発音魚種が観察された。今回の観

察からはどちらの発音方式が系統的に古い

形質であるかははっきりしなかった。カサゴ

目に属する発音魚はすべて後頭神経発音で

あることから、多くのカサゴ類が発音魚であ

ると推測された。 
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